
 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．人類のフロンティアの開拓及び国家安全保障・基幹技術の強化  
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（1）宇宙・航空分野の研究開発に関する取組  
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(
１

)
 宇

宙
・

航
空

分
野

の
研

究
開

発
に

関
す

る
取

組
平
成
２

９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
7
3
,
7
6
5
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度

予
算
額

：
1
5
4
,
6
7
0
百
万
円

）
※

運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

含
む

概
要

(2
)宇
宙
科
学
等
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓

5
5
2
億
円
（5
4
9
億
円
）

・
X
線
天
文
衛

星
代

替
機

3
9
億
円
（
新

規
）

・
小

型
月
着

陸
実

証
機
（

S
L
I
M
）

6
0
億
円
（

2
3
億
円
）

・
新

型
宇
宙

ス
テ

ー
シ
ョ
ン
補
給
機
（

H
T
V
-
X
）

3
7
億
円
（

2
0
億
円
）

・
国

際
宇
宙

ス
テ

ー
シ
ョ
ン
日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
の
運
用

等
1
1
7
億
円
（

1
1
7
億
円
）

・
宇

宙
ス
テ

ー
シ

ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」

(
H
T
V
)
 
 
 
 
 
 
 
 

2
1
8
億
円
（

2
3
8
億
円
）

・
H
3
ロ
ケ
ッ

ト
2
5
8
億
円
（

1
3
5
億
円
）

・
イ

プ
シ
ロ

ン
ロ

ケ
ッ
ト
高
度
化

1
3
億
円
（

4
億
円
）

・
次

期
技
術

試
験
衛
星

1
2
億
円
（

5
億
円
）

・
先

進
レ
ー

ダ
衛

星
1
4
億
円
（

1
億
円
）

・
先

進
光
学

衛
星

2
4
億
円
（

0
億
円
）

・
光

デ
ー
タ

中
継

衛
星

2
7
億
円
（

0
.
3
億
円
）

・
次

期
マ
イ

ク
ロ

波
放
射
計
の
相
乗
り

搭
載
性
の
調
査
・

検
討

0
.
5
億
円
（
新

規
）

・
宇

宙
状
況

把
握

（
S
S
A
）
シ
ス
テ
ム

1
9
億
円
（

1
0
億
円
）

(1
)安
全
保
障
・防
災
／
産
業
振
興
へ
の
貢
献

7
4
4
億
円
（5
9
2
億
円
）

(3
)次
世
代
航
空
科
学
技
術
の
研
究
開
発

3
8
億
円
（
3
3
億
円
）

J
A
X
A
総
額

1
7
3
,
1
4
6
百
万
円
（
1
5
4
,
1
1
2
百
万
円
）

宇
宙

基
本

計
画

（
平

成
２

８
年

４
月

１
日

閣
議

決
定

）
に

則
り

、
「
宇

宙
安

全
保

障
の

確
保

」
、

「
民

生
分

野
に

お
け

る
宇

宙
利

用
の

推
進

」
、

「
宇

宙
産

業
及

び
科

学
技

術
の

基
盤

の
維

持
・
強

化
」
等

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
次

世
代

航
空

機
技

術
の

獲
得

に

関
す

る
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。

H
3
ロ

ケ
ッ

ト

先
進

レ
ー

ダ
衛

星

H
T
V

-
X

S
L
IM

国
際

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

日
本

実
験

棟
「
き

ぼ
う

」

イ
プ

シ
ロ

ン
ロ

ケ
ッ

ト
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安
全

保
障

・
防

災
／

産
業

振
興

へ
の

貢
献

（
１

／
２

）

【安
全
保
障
・防
災
】安
全
保
障
・防
災
を
含
め
た
宇
宙
利
用
の
拡
大
及
び
我
が
国
が
自
立
的
に
宇
宙
活
動
を
行
う
能
力
を
維

持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
組
を
実
施

【産
業
振
興
】

先
端
技
術
を
結
集
し
た
宇
宙
産
業
は
、
宇
宙
を
利
用
し
た
通
信
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
広
い
裾
野
を
有

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
先
端
技
術
開
発
に
よ
り
宇
宙
産
業
の
振
興
に
貢
献

○
次
期
技
術
試
験
衛
星

我
が

国
の

衛
星

の
国

際
競

争
力

を
強

化
す

る
た

め
に

、
衛

星
重

量
半

減
に

よ
り

打
ち

上
げ

コ
ス

ト
を

大
幅

に
低

減
可

能
な

「
オ

ー
ル

電
化

」
と

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

機
器

の
搭

載
能

力
の

抜
本

的
向

上
の

た
め

「
大

電
力

化
」
を

実
現

す
る

技
術

試
験

衛
星

を
開

発
。

【
平

成
3
3
年

度
打

ち
上

げ
予

定
（
H

3
ロ

ケ
ッ

ト
試

験
機

2
号

機
）
】

【
主

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

○
H
3
ロ
ケ
ッ
ト

我
が

国
の

自
立

的
な

衛
星

打
ち

上
げ

能
力

を
確

保
す

る
た

め
、

官
民

一
体

と
な

っ
て

、
多

様
な

打
ち

上
げ

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

国
際

競
争

力
あ

る
H

3
ロ

ケ
ッ

ト
を

開
発

。
【
平

成
3
2
年

度
試

験
機

1
号

機
・
平

成
3
3
年

度
試

験
機

2
号

機
打

ち
上

げ
予

定
】

○
先
進
レ
ー
ダ
衛
星

超
広

域
の

被
災

状
況

を
迅

速
に

把
握

す
る

こ
と

や
、

地
震

・
火

山
に

よ
る

地
殻

変
動

等
の

精
密

な
検

出
の

た
め

、
「
だ

い
ち

2
号

」
（
A

L
O

S
-
2
）
で

培
っ

た
広

域
・
高

分
解

能
セ

ン
サ

技
術

を
発

展
さ

せ
た

先
進

レ
ー

ダ
衛

星
を

開
発

。
【
平

成
3
2
年

度
打

ち
上

げ
予

定
（
H

3
ロ

ケ
ッ

ト
試

験
機

1
号

機
）

】

1
,
1
9
8
百
万
円
（

4
6
3
百
万
円
）

1
,
3
7
4
百
万
円
（

1
0
0
百
万
円
）

2
5
,
7
8
3
百
万
円
（

1
3
,
5
2
2
百
万
円
）

先
進

レ
ー

ダ
衛

星

平
成
２

９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
4
,
4
2
2
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度

予
算
額

：
5
9
,
1
6
8
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

含
む

○
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
高
度
化

小
型

衛
星

の
打

ち
上

げ
需

要
に

対
応

す
る

た
め

の
性

能
向

上
開

発
（
打

ち
上

げ
能

力
の

向
上

、
衛

星
包

絡
域

の
拡

大
、

相
乗

り
対

応
改

修
）

を
実

施
。

ま
た

、
H

2
A

/
B

の
固

体
ロ

ケ
ッ

ト
ブ

ー
ス

タ
（
S
R

B
-
A

）
等

を
適

用
し

て
い

る
た

め
、

H
2
A

/
B

が
運

用
を

終
了

し
た

後
も

、
H

3
ロ

ケ
ッ

ト
の

固
体

ロ
ケ

ッ
ト

ブ
ー

ス
タ

（
S
R

B
-
3
）
等

を
イ

プ
シ

ロ
ン

へ
適

用
す

る
た

め
の

開
発

を
実

施
。

1
,
3
3
0
百
万
円
（

3
5
9
百
万
円
）

次
期

技
術

試
験

衛
星

固
体

ロ
ケ

ッ
ト

ブ
ー

ス
タ

の
シ

ナ
ジ

ー

H
3
ロ

ケ
ッ

ト
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安
全

保
障

・
防

災
／

産
業

振
興

へ
の

貢
献

（
２

／
２

）

【
主

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

先
進

光
学

衛
星 S

S
A

シ
ス

テ
ム

（
イ

メ
ー

ジ
）

○
宇
宙
状
況
把
握
（S
S
A
）シ
ス
テ
ム

ス
ペ

ー
ス

デ
ブ

リ
増

加
等

の
宇

宙
の

混
雑

化
等

の
リ

ス
ク

に
対

応
す

る
た

め
、

防
衛

省
等

の
関

係
府

省
と

連
携

し
て

、
平

成
3
0
年

代
前

半
ま

で
に

宇
宙

状
況

把
握

（
S
S

A
）
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

日
米

連
携

の
下

、
我

が
国

の
宇

宙
状

況
把

握
能

力
の

強
化

を
図

る
。

1
,
8
7
6
百
万
円
（

1
,
0
0
6
百
万
円
）

○
先
進
光
学
衛
星

我
が

国
の

防
災

・
災

害
対

策
等

を
含

む
広

義
の

安
全

保
障

、
農

林
水

産
、

国
土

管
理

等
の

分
野

に
貢

献
す

る
、

広
域

か
つ

高
分

解
能

で
観

測
可

能
な

光
学

衛
星

を
開

発
。

【
平

成
3
2
年

度
打

ち
上

げ
予

定
】

2
,
3
8
2
百
万
円
（

0
百
万
円
）

○
次
期
マ
イ
ク
ロ
波
放
射
計
の
相
乗
り
搭
載
性
の
調
査
・検
討

水
循

環
変

動
観

測
衛

星
（
G

C
O

M
-
W

）
に

搭
載

し
た

高
性

能
マ

イ
ク

ロ
波

放
射

計
（
A

M
S
R

2
）
の

後
継

セ
ン

サ
で

あ
る

次
期

マ
イ

ク
ロ

波
放

射
計

に
つ

い
て

、
他

衛
星

と
の

相
乗

り
搭

載
性

の
調

査
・
検

討
を

行
う

。

5
0
百
万
円
（

新
規

）

相
乗

り
イ

メ
ー

ジ

○
光
デ
ー
タ
中
継
衛
星

今
後

の
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

衛
星

の
高

度
化

、
高

分
解

能
化

に
対

応
す

る
た

め
、

デ
ー

タ
中

継
用

衛
星

間
通

信
機

器
の

大
幅

な
小

型
化

・
軽

量
化

・
大

通
信

容
量

化
を

実
現

す
る

光
衛

星
間

通
信

技
術

を
用

い
た

光
デ

ー
タ

中
継

衛
星

を
開

発
。

【
平

成
3
1
年

度
打

ち
上

げ
予

定
】2
,
6
5
2
百
万
円
（

2
6
百
万
円
）

光
デ

ー
タ

中
継

衛
星

次
期

マ
イ

ク
ロ

波
放

射
計

（
イ

メ
ー

ジ
）
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宇
宙

科
学

等
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

の
開

拓
（

１
／

２
）

宇
宙
分
野
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
は
、
人
類
の
知
的
資
産
の
蓄
積
、
活
動
領
域
の
拡
大
等
の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

宇
宙
先
進
国
と
し
て
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
維
持
・拡
大
の
た
め
の
取
組
を
実
施
。

【
主

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

○
小
型
月
着
陸
実
証
機
（S
L
IM
）

小
型

探
査

機
に

よ
り

、
我

が
国

と
し

て
は

初
め

て
の

月
面

着
陸

を
行

い
、

「
降

り
た

い
と

こ
ろ

に
降

り
る

」
た

め
の

高
精

度
着

陸
技

術
や

シ
ス

テ
ム

技
術

な
ど

、
将

来
の

月
・
惑

星
探

査
に

必
須

と
な

る
共

通
技

術
を

獲
得

。
【
平

成
3
1
年

度
打

ち
上

げ
予

定
】

6
,
0
0
0
百
万
円
（

2
,
2
9
7
百
万
円
）

S
L
IM

○
X
線
天
文
衛
星
代
替
機

打
ち

上
げ

後
ト

ラ
ブ

ル
が

発
生

し
、

運
用

継
続

を
断

念
し

た
X
線

天
文

衛
星

「
ひ

と
み

」
に

つ
い

て
、

再
発

防
止

策
を

実
施

し
た

上
で

、
国

際
協

力
の

も
と

、
代

替
機

の
開

発
に

着
手

。
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

、
超

新
星

爆
発

、
銀

河
団

な
ど

、
X
線

で
観

測
さ

れ
る

高
温

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

天
体

の
観

測
を

実
施

。
【
平

成
3
2
年

打
ち

上
げ

予
定

】

3
,
9
0
0
百
万
円
（

新
規

）

X
線

天
文

衛
星

「
ひ

と
み

」

平
成
２
９

年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
5
,
2
4
0
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度

予
算
額

：
5
4
,
8
7
3
百
万
円

）
※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

含
む
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宇
宙

科
学

等
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

の
開

拓
（

２
／

２
）

【
主

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

○
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
日
本
実
験
棟
「き
ぼ
う
」の
運
用
等

国
際

水
準

の
有

人
宇

宙
技

術
の

獲
得

・
蓄

積
や

科
学

的
知

見
の

獲
得

、
科

学
技

術
外

交
へ

の
貢

献
等

に
向

け
「
き

ぼ
う

」
の

運
用

を
行

い
、

日
本

人
宇

宙
飛

行
士

の
養

成
、

宇
宙

環
境

を
利

用
し

た
実

験
の

実
施

や
産

学
官

連
携

に
よ

る
成

果
の

創
出

等
を

推
進

。

○
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「こ
う
の
と
り
」（
H
T
V
）

国
際

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

（
IS

S
）
に

大
型

貨
物

を
運

ぶ
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
補

給
機

「
こ

う
の

と
り

」
の

着
実

な
打

ち
上

げ
を

通
じ

て
、

我
が

国
の

国
際

的
な

責
務

を
果

た
す

と
と

も
に

、
宇

宙
産

業
の

ア
ン

カ
ー

テ
ナ

ン
ト

と
し

て
も

貢
献

。

1
1
,
6
7
0
百
万
円
（

1
1
,
7
1
0
百
万
円
）

2
1
,
7
5
5
百
万
円
（

2
3
,
8
0
2
百
万
円
）

日
本

実
験

棟
「
き

ぼ
う

」

H
T
V

「
こ

う
の

と
り

」

○
新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
（
H
T
V
-X
）

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

補
給

機
「
こ

う
の

と
り

」
（
H

T
V

）
を

改
良

し
、

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

輸
送

コ
ス

ト
の

大
幅

な
削

減
を

実
現

す
る

と
同

時
に

、
様

々
な

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

応
用

可
能

な
基

盤
技

術
の

獲
得

な
ど

「
将

来
へ

の
波

及
性

」
を

持
た

せ
た

新
型

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

補
給

機
を

開
発

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

度
よ

り
、

H
3
ロ

ケ
ッ

ト
の

搭
載

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

を
併

せ
て

開
発

。

3
,
6
9
4
百
万
円
（

1
,
9
5
8
百
万
円
）

H
T
V

-
X
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次
世

代
航

空
科

学
技

術
の

研
究

開
発

我
が
国
の
航
空
機
産
業
の
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
先
導
的
・
基
盤
的
な
研
究
開
発
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を

我
が
国
の
産
業
全
体
に
還
元
。

【
主

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

○
航
空
環
境
・安
全
技
術
の
研
究
開
発

3
,1

6
3
百

万
円

（
2
,7

4
3
百

万
円

）

航
空

機
に

求
め

ら
れ

て
い

る
安

全
性

、
環

境
適

合
性

及
び

経
済

性
の

3
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

、
日

本
が

強
み

を
持

つ
技

術
の

研
究

開
発

を
推

進
。

・
安

全
性

に
つ

い
て

は
、

運
航

経
路

に
存

在
す

る
乱

気
流

及
び

空
港

付
近

の
局

地
的

な
気

象
現

象
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、

気
象

に
起

因
す

る
航

空
機

事
故

を
軽

減
で

き
る

技
術

開
発

・
実

証
を

実
施

。

・
環

境
適

合
性

に
つ

い
て

は
、

機
体

騒
音

の
大

き
な

原
因

と
な

る
フ

ラ
ッ

プ
や

脚
装

置
等

に
つ

い
て

低
騒

音
化

を
進

め
る

た
め

の
技

術
開

発
・
飛

行
実

証
を

実
施

。

・
経

済
性

に
つ

い
て

は
、

エ
ン

ジ
ン

の
フ

ァ
ン

・
低

圧
タ

ー
ビ

ン
の

軽
量

化
を

進
め

、
高

効
率

な
エ

ン
ジ

ン
の

技
術

開
発

・
実

証
を

実
施

。

戦
略

的
次

世
代
航
空
機
研
究
開
発
ビ
ジ
ョ
ン

(
平
成
２
６
年
８
月

文
部
科
学
省
次
世
代
航
空
科
学
技
術
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

)
に
基
づ

き
、

我
が

国
の
航
空
機
産
業
が
２
０
４
０
年
に
世
界
シ
ェ
ア
２
０
％
産
業
へ
飛
躍
す

る
際
に
必
要
と
な
る
革
新
的
な
技
術
の
獲
得
に
向

け
、

以
下

の
目
標
を
設
定
し
、
研
究
開
発
を
推
進
。

＜
２
０

２
５

年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
目

標
＞

航
空

機
事

故
の
２
５
％
を
低
減
す
る
安
全
性
の
実
現

騒
音

を
１

／
１
０
に
低
減
す
る
環
境
適
合
性
の
実
現

燃
費

半
減

に
よ
る
画
期
的
な
経
済
性
の
実
現

高
効

率
軽

量
フ

ァ
ン

・
タ

ー
ビ

ン
技

術

機
体

騒
音

低
減

技
術

乱
気

流
事

故
防

止
機

体
技

術

こ
の

ほ
か

、
超

音
速

機
等

の
研

究
開

発
、

調
査

研
究

等
を

実
施

。

平
成
２
９

年
度
要
求
・
要
望
額

：
3
,
7
6
0
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度

予
算
額

：
3
,
3
4
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

含
む
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（2）海洋・極域分野の研究開発に関する取組  
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北
極

域
研

究
の

戦
略

的
推

進

概
要

（
２

）
海

洋
・

極
域

分
野

の
研

究
開

発
に

関
す

る
取

組
平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
3
,
7
0
6
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
3
8
,
3
5
3
百
万
円
）

※
復
興
特
別
会
計
に
別
途

7
3
2
百
万
円
（

7
2
2
百
万
円
）
計
上

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

海
洋
科
学

技
術
に
対
す
る

国
内

外
の

状
況

を
踏

ま
え
、
関
係
省
庁
や
研
究
機
関
、
産
業
界
と
連
携
を
図

り
な

が
ら

、
海

洋
・

地
球

科
学

技
術

分
野

の
調

査
観

測
及

び
研
究
開
発

を
推
進
し
、
経

済
・

社
会

的
課

題
の

解
決
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た

取
組

を
強

化
す

る
。

南
極

地
域

観
測

事
業

南
極
地
域
観
測
計

画
に

基
づ

き
、

地
球

環
境

変
動

の
解

明
に

向
け

、
地

球
の

諸

現
象
に
関
す
る
多

様
な

研
究

・
観

測
を

推
進
す

る
。

南
極
観
測
船

｢
し
ら

せ
｣
に

よ
る

南
極

地
域

（
昭

和
基

地
）

へ
の

観
測

隊
員

・
物

資
等
の
輸
送
を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
「

し
ら

せ
」
及
び
南
極
輸

送
支

援
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
の

保
守

・
整

備
等

を
実

施
す

る
。

4
,9

3
7百

万
円

（
6
,4

0
8百

万
円

）
1
,4

2
3百

万
円

（
92

3百
万

円
）

地
球
温
暖
化
の
影
響
が

最
も

顕
著

に
出

現
し

て
い
る
北
極
を
巡
る
諸
課
題
に

対
し
、
我
が
国
の
強
み

で
あ

る
科

学
技

術
を

活
か
し
て
貢
献
す
る
た
め
、
国

際
共
同
研
究
の
推
進
等

に
取

り
組

む
。

北
極
海
の
海
氷
下
観
測

に
係

る
技

術
開

発
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

北
極
域
研
究
船
の
検
討

等
を

行
う

。

国
土

強
靱

化
に

向
け

た
海

底
広

域
変

動
観

測
統

合
的

海
洋

観
測

網
の

構
築

1
4
,0

16
百

万
円

（
1
1
,4

2
3百

万
円

）
4
,3

7
1百

万
円

（
2
,8

9
3百

万
円

）

地
球
深
部
探
査
船

「
ち

き
ゅ

う
」

等
を

活
用

し
、

海
底
地
殻
変
動
を
連
続
か
つ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
測
す

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

・
整
備
す
る
と
と
も
に
、

海
底

震
源
断
層
の
広
域
か
つ
高

精
度

な
調

査
を

実
施
す

る
。

観
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

よ
り

現
実

的
な
モ

デ
ル

構
築
及
び
推
移
予
測
手
法
の

開
発
・
評
価

を
行
う
。

ニ
ー
オ
ル
ス
ン
観
測
基
地

海
氷
下
を
含
む

北
極

海
観

測
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ

海
底
地
殻

変
動
観
測
シ
ス
テ

ム
イ
メ
ー
ジ

海
底
広
域
研
究
船

「
か

い
め

い
」

と
3
次

元
海

底
下

構
造

イ
メ
ー
ジ

B
G
C
フ

ロ
ー

ト
に

よ
る
生

物
地

球
化

学
パ

ラ
メ

ー
タ

観
測

、
D
e
e
p
フ

ロ
ー

ト
に

よ
る

深
層

観
測

船
舶

に
よ

る
高

精
度

・
多

項
目

観
測

及
び

係
留

系
観

測
に

よ
る

高
時

間
分

解
能

観
測

「
し

ら
せ

」

漂
流
フ
ロ
ー
ト
、

係
留

ブ
イ

、
船

舶
に

よ
る

観
測

等
を

組
み

合
わ

せ
、

統

合
的
な
海
洋
の
観

測
網

を
構

築
す

る
。

得
ら
れ
た
海
洋
観

測
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

基
に

、
新

た
な

価
値

を
創

造
す

る

た
め
の
基
盤
と
な

る
統

合
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

構
築

・
発

信
す

る
。

大
型

大
気
P
A
N
S
Y
レ

ー
ダ

ー
観

測
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平
成

2
3
年

の
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
発

生
以

降
も

、
平

成
2
8
年

の
熊

本
地

震
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
な

地
震

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

災
害

の
リ
ス

ク
を

的
確

に
把

握
・
評

価
す

る
と

と
も

に
、

切
迫

す
る

南
海

トラ
フ

地
震

の
地

震
・津

波
発

生
予

測
を

高
精

度
化

す
る

こ
と

は
喫

緊
の

課
題

。

ア
ク

セ
ス

の
困

難
さ

や
デ

ー
タ

取
得

・
伝

送
技

術
の

問
題

か
ら

海
域

で
の

地
殻

変
動

観
測

、
海

底
下

３
次

元
構

造
情

報
は

不
足

し
て

い
る

が
、

連
続

リ
ア

ル
タ

イ
ム

観
測

が
可

能
な

海
底

ケ
ー

ブ
ル

観
測

網
の

完
成

（
現

在
は

防
災

科
学

技
術

研
究

所
が

運
用

）
や

、
3
次

元
地

震
探

査
シ

ス
テ

ム
を

有
す

る
海

底
広

域
研

究
船

「
か

い
め

い
」
が

就
航

し
た

こ
と

に
よ

り
、

上
記

課
題

解
決

に
不

可
欠

な
調

査
・観

測
を

実
現

可
能

と
す

る
プ

ラ
ッ

トフ
ォ

ー
ム

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

事
業
概
要

連
続

リ
ア

ル
タ

イ
ム

海
底

地
殻

変
動

デ
ー

タ
の

同
化

に
よ

る
地

震
発

生
準

備
か

ら
破

壊
に

至
る

過
程

の
予

測
⇒

地
震

調
査

研
究

推
進

本
部

が
実

施
す

る
長

期
評

価
へ

の
貢

献

ア
ウ

タ
ー

ラ
イ

ズ
地

震
、

プ
レ

ー
ト内

地
震

を
引

き
起

こ
す

震
源

断
層

の
同

定
と

新
た

な
モ

デ
ル

構
築

⇒
自

治
体

等
が

提
供

す
る

津
波

浸
水

即
時

予
測

の
高

精
度

化

３
次

元
デ

ー
タ

に
基

づ
く
海

底
活

断
層

の
連

続
性

、
セ

グ
メ

ン
ト
化

を
評

価
し

た
活

断
層

マ
ッ

プ
の

作
成

⇒
海

底
活

断
層

に
よ

る
津

波
浸

水
評

価
の

高
精

度
化

等

目
指
す
成
果

連
続

リ
ア

ル
タ

イ
ム

海
底

地
殻

変
動

観
測

技
術

の
開

発
・展

開
海

底
震

源
断

層
の

高
精

度
広

域
調

査

海
底

広
域

研
究

船
「か

い
め

い
」と

3
次

元
海

底
下

構
造

イ
メ

ー
ジ

従
来

観
測

の
難

し
か

っ
た

震
源

域
直

上
で

の
プ

レ
ー

ト
境

界
の

固
着

状
況

の
変

化
や

プ
レ

ー
ト
内

を
含

む
ス

ロ
ー

ス
リ
ッ

プ
イ

ベ
ン

ト等
を

、
水

圧
計

、
傾

斜
計

、
「ち

き
ゅ

う
」の

掘
削

孔
を

活
用

し
た

長
期

孔
内

観
測

装
置

等
に

よ
り
観

測
し

、
海

底
ケ

ー
ブ

ル
観

測
網

を
通

し
て

連
続

か
つ

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
把

握

連
動

性
評

価
に

重
要

な
南

海
トラ

フ
の

セ
グ

メ
ン

ト境
界

、
津

波
地

震
を

引
き

起
こ

す
可

能
性

が
あ

る
日

本
海

溝
ア

ウ
タ

ー
ラ

イ
ズ

域
の

潜
在

断
層

、
及

び
沿

岸
域

の
海

底
活

断
層

等
の

緊
急

性
・

重
要

性
が

高
い

海
域

の
高

精
度

海
底

下
構

造
調

査
を

実
施

調
査

予
定

海
域

R
O
V
を

用
い

た
津

波
計

（水
圧

計
）の

校
正

掘
削

孔
内

に
設

置
す

る
長

期
孔

内
観

測
装

置

新
た

な
調

査
・
観

測
結

果
を

取
り
込

ん
だ

よ
り
現

実
的

な
モ

デ
ル

構
築

及
び

推
移

予
測

手
法

の
開

発
・評

価

プ
レ

ー
ト内

部
変

形
を

含
む

連
続

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
地

殻
変

動
デ

ー
タ

を
逐

次
同

化
す

る
手

法
開

発
・評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
調

査
に

よ
っ

て
得

ら
れ

る
よ

り
現

実
的

な
地

殻
構

造
を

取
り
入

れ
た

モ
デ

ル
を

構
築

し
、

さ
ら

に
高

精
度

な
地

殻
変

動
・
津

波
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
実

現
に

貢
献

詳
細

地
殻

構
造

で
の

地
殻

変
動

・
津

波
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

あ
ら

か
じ

め
計

算
し

た
複

数
の

シ
ナ

リ
オ

に
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
観

測
デ

ー
タ

と
の

近
さ

に
応

じ
た

重
み

を
つ

け
て

、
そ

の
後

の
推

移
を

予
測

想
定

実
施

・連
携

体
制

成
果

の
社

会
実

装

海
底

地
殻

変
動

観
測

シ
ス

テ
ム

イ
メ

ー
ジ

•地
震

調
査

研
究

推
進

本
部

-
地

震
発

生
可

能
性

の
長

期
評

価
へ

の
活

用

•防
災

科
学

技
術

研
究

所
-

D
O
N
E
T
利

活
用

及
び

技
術

開
発

に
関

す
る

連
携

•海
上

保
安

庁
海

洋
情

報
部

-
G
N
S
S
/
A

方
式

に
よ

る
観

測
と

の
連

携

•国
土

地
理

院
-

陸
上

―
海

底
観

測
デ

ー
タ

間
の

連
携

•国
内

大
学

（
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

東
北

大
学

等
）

-
調

査
・観

測
結

果
の

利
活

用
-

共
同

研
究

・観
測

の
実

施

•気
象

庁

•地
方

自
治

体

•電
力

・
鉄

道
等

イ
ン

フ
ラ

関
連

企
業

等

課
題
・
必
要
性

国
土

強
靱

化
に

向
け

た
海

底
広

域
変

動
観

測

国
及

び
防

災
科

学
技

術
研

究
所

等
へ

成
果

の
展

開

平
成

２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
14
,0
16
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
11
,4
23
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

-113-



我
が

国
が

議
長

国
を

務
め

た
G
7
伊

勢
・
志

摩
サ

ミ
ッ

ト
の

首
脳

宣
言

や
G
7
茨

城
・
つ

く
ば

科
学

技
術

大
臣

会
合

の
「

つ
く

ば
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

（
共

同
声

明
）

」
で

は
、

近
年

顕
在

化
し

つ
つ

あ
る

海
洋

の
変

化
や

そ
の

社
会

経
済

へ
の

影
響

評
価

、
海

洋
の

持
続

的
利

用
の

た
め

の
政

策
立

案
は

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
べ

き
で

あ
り
、

そ
の

た
め

に
は

、
定

常
的

な
地

球
規

模
の

海
洋

観
測

を
強

化
す

る
こ

と
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

と
指

摘
。

特
に

、
我

が
国

か
ら

生
物

地
球

化
学

フ
ロ

ー
ト
と

大
深

度
フ

ロ
ー

ト
の

拡
張

を
提

案
し

、
G
7
国

間
で

同
意

。
さ

ら
に

、
我

が
国

の
海

洋
状

況
把

握
の

能
力

強
化

を
図

る
た

め
、

海
洋

状
況

把
握

の
基

礎
と

な
る

海
洋

情
報

の
収

集
・
取

得
に

関
す

る
取

組
の

強
化

及
び

海
洋

観
測

等
に

関
す

る
基

盤
の

強
化

が
総

合
海

洋
政

策
本

部
に

て
決

定
。

特
に

、
海

洋
酸

性
化

、
貧

酸
素

化
、

多
様

性
の

喪
失

、
海

洋
生

態
系

の
劣

化
な

ど
、

人
間

が
及

ぼ
す

影
響

に
対

す
る

脆
弱

性
に

関
す

る
知

見
を

得
る

た
め

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

物
理

分
野

に
加

え
現

在
時

空
間

的
に

疎
ら

で
あ

る
生

物
地

球
化

学
分

野
・
生

物
分

野
の

デ
ー

タ
、

ま
た

よ
り
深

海
域

の
デ

ー
タ

を
、

漂
流

フ
ロ

ー
ト
、

係
留

系
及

び
船

舶
に

よ
る

観
測

を
組

み
合

わ
せ

た
統

合
的

観
測

網
を

構
築

し
て

観
測

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
密

度
に

確
保

す
る

こ
と

が
肝

要
。

ま
た

、
経

済
・
社

会
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

様
々

な
分

野
に

利
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
目

指
し

、
取

得
し

た
観

測
デ

ー
タ

に
高

い
付

加
価

値
を

つ
け

た
形

で
発

信
す

る
。

課
題
・
必
要
性

E
E
Z
内

の
基

礎
生

産
力

の
把

握
と

持
続

可
能

な
水

産
資

源
管

理
を

通
じ

た
食

糧
安

全
保

障
へ

の
貢

献
⇒

我
が

国
の

海
洋

権
益

の
確

保

IP
B
E
S
や

B
B
N
J
な

ど
の

国
際

的
な

政
策

目
標

立
案

時
に

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

外
交

交
渉

が
可

能
⇒

我
が

国
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
向

上
・
外

交
的

国
益

の
確

保
等

目
指

す
成

果

生
物

地
球

化
学

デ
ー

タ
や

2
0
0
0
m

以
深

の
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
た

め
の

漂
流

フ
ロ

ー
ト

を
（

地
方

）
中

小
企

業
と

共
同

開
発

す
る

と
と

も
に

基
盤

的
な

船
舶

観
測

お
よ

び
重

点
海

域
に

お
け

る
係

留
系

に
よ

る
観

測
の

拡
充

船
舶

に
よ

る
高

精
度

・
多

項
目

観
測

係
留

系
観

測
に

よ
る

高
時

間
分

解
能

観
測

大
規

模
観

測
画

像
や

時
系

列
3
次

元
（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

）
画

像
に

よ
る

仮
想

デ
ジ

タ
ル

地
球

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築

B
G
C
ア

ル
ゴ

フ
ロ

ー
トに

よ
る

生
物

地
球

化
学

パ
ラ

メ
ー

タ
観

測
、

D
e
e
pア

ル
ゴ

フ
ロ

ー
トに

よ
る

深
層

観
測

新
た

な
観

測
デ

ー
タ

を
含

む
膨

大
な

海
洋

地
球

観
測

デ
ー

タ
を

用
い

て
革

新
的

な
デ

ー
タ

統
合

化
技

術
に

よ
り

4
次

元
再

解
析

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

を
作

成
。

ま
た

、
大
量
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

起
こ
り
う
る
現
象
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
作
成
。
こ
れ

ら
の

統
合

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
よ

り
仮

想
デ

ジ
タ

ル
地

球
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

。

想
定

実
施

・連
携

体
制

国
内

外
大

学
・
研

究
機

関
G
E
O
（
地

球
観

測
に

関
す

る
政

府
間

会
合

）
IO

C
（
ユ

ネ
ス

コ
政

府
間

海
洋

学
委

員
会

）
G
O
O
S
（
全

球
海

洋
観

測
シ

ス
テ

ム
）

社
会

実
装

に
資

す
る

デ
ー

タ
提

供

水
産

研
究

・
教

育
機

構
（
包

括
連

携
協

定
）

気
象

研
究

所
（
共

同
研

究
）

日
本

海
洋

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
（
IO

D
E
/
A
D
U
*
に

お
い

て
協

力
）

*
国

際
海

洋
デ

ー
タ

・情
報

交
換

シ
ス

テ
ム

（I
O
D
E
）連

携
デ

ー
タ

ユ
ニ

ッ
ト
（A

ss
o
ci

at
e 

D
at

a 
U
ni
t:
 A

D
U
)

ア
ル

ゴ
計

画
全

球
海

洋
各

層
観

測
調

査
プ

ロ
グ

ラ
ム

高
精

度
時

系
列

観
測

点
国

際
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
D
IA

S
に

貢
献

し
、

機
械

学
習

の
学

習
用

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

と
し

て
も

利
用

可
能

）
※

た
だ

し
、

2
,0

0
0
m

以
浅

統
合

的
海

洋
観

測
網

の
構

築

海
洋

観
測

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
利

用
し

た
新

た
な

価
値

創
造

観 測 手 法

海
洋

を
取

り巻
く脅

威

水
温

・塩
分

pH
、C

O
2

溶
存

酸
素

、C
hl

.a

フ ロ ー ト 観 測

○
○

○

○
○

○

◎
×

→
〇

×
→

〇

船 舶 観 測

◎
◎

◎

×
×

×

△
△

△

係 留 系 観 測

○
○

○

◎
◎

◎

×
×

×

ಖ ২ ಖ ২ ಖ ২ᄄ ২ ᄄ ২ ᄄ ২ী ੰ ચ ী ੰ ચ ী ੰ ચ

貧
酸
素
化

多
様
性
の
喪
失

海
洋
生
態
系
の
劣
化

海
洋
の
酸
性
化

昇
温

海
水
温
の
上
昇

パ
ラ

メ
ー
タ

回 数 を 増 や す 必 要

観
測

地
点

を
増

や
す

必
要

新
た

に
生

物
地

球
化

学
デ

ー
タ

を
取

得

※

海
洋

を
取

り
巻

く
脅

威
へ

の
適

応
策

・
対

応
策

の
立

案
に

必
要

な
パ

ラ
メ

ー
タ

と
そ

れ
ら

の
3
大

観
測

手
法

事
業
概
要

統
合

的
海

洋
観

測
網

の
構

築
平
成

２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4,
37
1百

万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
2
,8
93
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

-114-



背
景

ニ
ー

オ
ル

ス
ン

基
地
(
ノ

ル
ウ

ェ
ー
)

研
究

室

氷
床

（
ア

イ
ス

コ
ア

）
掘

削
の

作
業

実
施
体
制

代
表

機
関

国
立

極
地

研
究

所

副
代

表
機

関
北

海
道

大
学

副
代

表
機

関

J
A

M
S
T
E
C

〈
参

画
機

関
〉

・
国

立
研

究
開

発
法

人
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構

（
Ｊ

Ａ
Ｘ

Ａ
）

・
東

京
大

学
・
富

山
大

学
・
北

見
工

業
大

学

・
東

北
大

学
・
神

戸
大

学
・
名

古
屋

大
学

・
東

京
海

洋
大

学
等

海
氷

下
を

含
む

北
極

海
観

測
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ

北
極
域
研

究
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（

A
r
C
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

8
8
0
百
万
円
（

7
6
0
百
万
円

）

北
極
域
に

お
け
る
環
境

変
動

と
地

球
全

体
へ

及
ぼ
す
影
響
の
包
括
的
な
把
握
や
精
緻
な
予
測
を
行
う
こ

と
に

よ
り

、
社

会
・

経
済

的
影

響
を

明
ら

か
に

し
、

適
切

な
判
断
や
課

題
解
決
の
た

め
の

情
報

を
内

外
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
以

下
の

取
組

を
推

進
。

＜
国
際
連
携
拠
点
の
整

備
＞

ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ

、
ロ

シ
ア

、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

、
デ

ン
マ

ー
ク

に
お

け
る

国
際
連

携
拠

点
の

整
備

に
よ

っ
て
、

有
益

な
研

究
成

果
を

創
出

。

＜
国
際
共
同
研
究
の
推

進
＞

北
極

域
に
お
け
る
喫

緊
の

課
題

で
あ

り
、

国
際

的
な

関
心

も
高

い
「
永

久
凍

土
の

融
解

及
び

メ
タ

ン
放

出
に
関
す
る
研

究
」

「
文

理
連

携
に

よ
る

社
会

活
動

変
化

の
将

来
予

測
」
を

新
た

に
実

施
。

A
rC

S
、

ノ
ル

ウ
ェ

ー
気

象
研

究
所

、
ス

バ
ー

ル
バ

ル
統

合
観

測
シ

ス
テ

ム
（
S
IO

S
）
が

保
有

す
る

実
デ

ー
タ

共
有

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
観

測
デ

ー
タ

の
共

有
化

を
促

進
。

＜
若
手
研
究
者
等
の
育

成
＞

海
外

研
究
機
関
等
へ

の
若

手
研

究
者

派
遣
等

を
行

い
、

領
域

横
断

的
素

養
を

持
つ

課
題

解
決

型
人

材
を

育
成
。

北
極

域
は

、
海

氷
の
急
速
な
減
少
を
は
じ
め
地

球
温

暖
化
の

影
響

が
最

も
顕

著
に

現
れ

て
い

る
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

環
境
変
化
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す
る
科
学
的
知
見
は
不
十
分

で
あ

る
。

北
極

域
に

お
け

る
環
境
変
動
は
、
全
球
的
な
環

境
変

動
を

増
幅

す
る

懸
念

が
あ

る
。

そ
の

た
め
、
北
極
域
の
環
境
変
動
は
単
に
北
極
圏
国
の
み
の
問

題
に

と
ど

ま
ら

ず
、
極
端
気
象
の
頻
発
な
ど
非

北
極

圏
国

※
に

も
影

響
を

与
え

る
全

球
的

な
課
題
で
あ
る
。

「
我

が
国

の
北

極
政
策
」

(H
27
年

10
月
総
合

海
洋

政
策

本
部
決

定
)に

基
づ

き
、
強

み
で

あ
る
科
学
技
術
を
基
盤
に
北
極
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
取
組

に
お

い
て

主
導

的
な
役
割
を
積
極
的
に
果
た

す
必

要
が

あ
る

。

※
英

国
や

韓
国
は
、
非
北

極
圏

に
も

関
わ

ら
ず

北
極

に
関

す
る

国
家

戦
略
を

既
に

策
定

し
、

北
極

研
究

船
の

導
入

・
調

達
を

含
め

た
戦

略
的

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

先
進
的
北

極
域

観
測
技
術
の
開
発
等

【
J
A
M
S
T
E
C
】

5
4
3
百
万
円
（

1
6
3
百
万
円
）

最
新
鋭
の

海
洋
観
測
設

備
を

有
し

氷
海

航
行

が
可
能
な
北
極
域
研
究
船
の
建
造
や
氷
海
ブ
イ
の
開
発
な

ど
に

よ
り

、
北

極
海
に
お
け

る
総
合
的
観

測
シ

ス
テ

ム
を

構
築

＜
先
進

的
北
極
域
観

測
技

術
の

開
発
＞

海
氷

下
で

も
自

律
航

行
や

観
測

が
可

能
な

自
律

型
無

人
探

査
機

（
A
U
V
）
等

の
要

素
技

術
開

発
を

実
施

。

＜
北
極

域
研
究
船
の

機
能

の
検

討
＞

求
め

ら
れ

る
役

割
、

海
洋

研
究

全
体

の
状

況
、

建
造

及
び

運
用

に
係

る
各

種
コ

ス
ト

、
我

が
国

に
お

い
て

現
実

的
に

構
築

し
得

る
運

航
体

制
等

、
北

極
域

研
究

船
に

係
る

機
能

の
検

討
等

を
実

施
。

北
極

域
研

究
の

戦
略

的
推

進
平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
4
2
3
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
9
2
3
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

Ｈ
２
９
要
求
の
ポ
イ
ン
ト
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南
極

地
域

観
測

計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖

化
な

ど
地

球
環

境
変

動
の

解
明

に
向

け
、

各
分
野
に
お
け
る
地
球
の
諸
現
象
に
関
す
る
研
究
・
観
測
を
推

進
す

る
。

ま
た

、
南

極
観

測
船
「
し
ら
せ
」
に
よ
る
南

極
地

域
（

昭
和

基
地

）
へ

の
観

測
隊

員
・

物
資
等
の
輸
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
た
め
に
必
要
な

「
し

ら
せ

」
及

び
南
極
輸
送
支
援
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー

の
保

守
・

整
備

等
を

着
実

に
進

め
る

。

南
極

地
域

観
測
統
合
推
進

本
部

（
本

部
長

：
文

部
科

学
大

臣
）

の
も

と
、

関
係

省
庁

の
連

携
・
協
力
に
よ
り

実
施

（
Ｓ

３
０

閣
議

決
定

）
研
究
観
測
：
国
立
極
地
研
究
所
、
大
学
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
等

基
本
観
測
：
総
務
省
、
国
土
地
理
院
、
気
象
庁
、
海
上
保
安
庁
、
文
部
科
学
省

設
営
：
国
立
極
地
研
究
所

輸
送
：
防
衛
省
（
「
し
ら
せ
」
の
運
航
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
輸
送
等
）

南
極

条
約

協
議
国
原
署
名

国
と

し
て

の
中

心
的

な
役

割
－

継
続

的
観
測
デ
ー
タ
の

提
供

、
国

際
共

同
観

測
の
実

施
－

＜
南
極
条
約
の
概
要
＞

・
19
59
年
に
日
、
米
、
英
、
仏
、
ソ
等
１
２
か
国
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
19
61
年
に
発
効

（
20
15
年
６
月
現
在
締
約
国
数
は
５
２
、
日
本
は
原
署
名
国
）

・
主
な
内
容
：
南
極
地
域
の
平
和
的
利
用
、
科
学
的
調
査
の
自
由
、
領
土
権
主
張
の
凍
結
等

↓
地

球
環

境
、

地
球

シ
ス

テ
ム

の
研

究
領

域
（
南

極
最

大
の

大
気

レ
ー

ダ
ー

観
測

）
↓

超
大

陸
形

成
過

程
の

研
究

領
域

（
セ

ー
ル

・
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

の
地

質
調

査
）

南
極
底
層
水
の
水
温
上
昇
と
低
塩
分
化

（
海
洋
環
境
の
長
期
変
動
調
査
）

概
要

最
近
の
成
果

南
極
観
測
事
業
の
推
進
体
制

南
極
地

域
観
測
に
欠
か

せ
な

い
「

し
ら

せ
」

及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
運
用

に
伴
う
経
費
、

保
守

管
理

費
等

を
確

保

『
船
舶

の
造
修
等
に
関

す
る

訓
令
』

に
よ

り
義

務
づ
け
ら
れ
た

「
し
ら

せ
」
の
年
次
検

査
等

を
着

実
に

実
施

「
し

ら
せ
」
等
の
着
実
な

運
用

等
地

球
環

境
の

観
測

・
監

視
等

国
際
的
な
要
請
等
を
踏
ま
え
、

継
続

的
に

観
測

デ
ー

タ
を
取
得
し
、

地
球
温
暖
化
、

オ
ゾ

ン
ホ

ー
ル

等
の

地
球
規
模
で
の
環
境
変
動
等
の

解
明

に
資

す
る

具
体
的
に
は
、
人
間
活
動
に
起

因
す

る
影

響
が

極
め

て
少
な
い
南
極
域
の
特
性
を
活

か
し

た
、

電
離

層
、

気
象
、
測
地
、
海
底
地
形
、
潮

汐
な

ど
の

観
測

に
つ

い
て
、

他
省
庁
等
と
連
携
し

て
実

施

こ
の
た
め
、

定
常
観
測
の
着
実

な
実

施
、

老
朽

化
し

た
観
測
機
器
等
の
更
新
、
観
測

隊
員

経
費

の
確

保
等

を
行
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
変
動
（
過
去
3
0
年
の
変
動
）

Ｈ
２
９
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

4
,
6
3
6
百

万
円

（
6
,
1
2
1
百

万
円

）
3
0
1
百

万
円

（
2
8
8
百

万
円

）

「
し

ら
せ

」
輸

送
支

援
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
（
C

H
１

０
１

）

昭
和
基
地
上
空
の
オ
ゾ
ン
量
の
経
年
変
化

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見

↓
太

陽
系

始
源

物
質

の
研

究
領

域
（
新

種
の

炭
素

質
隕

石
を

発
見

）
↓

生
態

学
理

論
の

研
究

領
域

（
小

型
計

測
器

に
よ

る
ペ

ン
ギ

ン
の

行
動

解
析

）

水温（℃）

塩分濃度（PSS-78）

底層水の層厚（ｍ）

南
極

地
域

観
測

事
業

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
４
，
９
３
７
百
万
円

平
成
２
８
年
度
予
算
額
：
６
，
４
０
８
百
万
円

観
測
開
始
以
降
初
め
て

4
0
0
p
p
m
を
突
破

南
極

地
域

観
測

事
業

平
成

２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
,
9
3
7
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
6
,
4
0
8
百
万
円
）
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	11．人類のフロンティアの開拓及び国家安全保障・基幹技術の強化
	（1）宇宙・航空分野の研究開発に関する取組
	（2）海洋・極域分野の研究開発に関する取組

